
方
の
医
師
会
の
概
況
を
述
べ
、
こ
の
地
方
で
名
を
残
し
た
十
七
名
の
医

師
の
医
家
伝
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

第
四
章
以
下
も
同
様
の
体
裁
で
、
大
正
、
昭
和
か
ら
現
在
に
至
る
医

師
会
の
歩
み
、
医
師
会
員
の
動
静
、
想
い
出
が
語
ら
れ
て
い
る
。

一
地
方
の
医
師
会
史
と
し
て
は
、
充
実
し
た
内
容
を
持
ち
、
特
に
巻

頭
か
ら
第
三
章
に
至
る
部
分
は
、
医
史
学
的
に
も
大
変
価
値
あ
る
も
の

と
言
え
よ
う
。

戦
後
、
昭
和
二
十
二
年
、
当
時
諫
早
に
あ
っ
た
長
崎
医
大
に
入
学
し
、

医
学
の
道
を
志
し
た
私
に
と
っ
て
は
、
私
の
体
験
と
重
複
す
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
ま
た
懐
か
し
い
先
輩
諸
先
生
の
名
前
を
見
い
だ
し
、
感
慨
一

入
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
編
集
の
労
を
と
ら
れ
た
級
友
草
野
源
一
郎
先

生
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
山
之
内
夘
一
）

〔
諫
早
医
師
会
発
行
、
諫
早
市
泉
町
二
三
’
五
、
電
話
○
九
五
七
’
二
二
’

一
○
四
○
、
一
九
九
一
年
初
版
、
一
九
九
二
年
再
版
、
Ａ
３
判
、
四
○
九

頁
、
頒
価
五
○
○
○
円
〕

医
史
学
研
究
者
に
と
っ
て
研
究
領
域
の
史
料
・
典
籍
の
収
集
は
欠
か

せ
な
い
。
し
か
し
、
調
査
し
た
い
史
料
・
典
籍
を
ま
と
め
て
所
蔵
し
て

い
る
図
書
館
の
数
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
先
人
研
究
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
テ
ー
マ
に
応
じ
て
和
漢
洋
の
原
典
・
第
一
次
史
料
を
手
元
に

収
集
し
て
お
き
た
い
と
す
る
収
集
家
で
も
あ
っ
た
。

小
曽
戸
洋
・
眞
柳
誠
編
・
解
説
「
和
刻
漢
籍
医
書
集
成
」

と
こ
ろ
が
、
原
典
の
収
集
は
、
昨
今
の
住
宅
事
情
か
ら
保
管
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
に
困
難
性
を
増
し
て
来
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
市
場
に
流

通
す
る
古
典
籍
の
払
底
に
よ
っ
て
価
額
の
高
騰
が
急
速
に
高
ま
っ
て
、

個
人
的
収
集
の
困
難
性
に
一
層
の
拍
車
を
加
え
て
い
る
。

一
方
、
コ
ピ
ー
機
の
発
達
は
、
刊
本
・
写
本
を
問
わ
ず
、
コ
ピ
ー
版

を
座
右
に
置
く
こ
と
を
可
能
し
、
比
較
的
需
要
の
高
い
も
の
で
は
、
復

刻
版
の
刊
行
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
復
刻
版

の
中
に
は
底
本
の
撰
定
に
問
題
を
残
す
も
の
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
基
本
典
籍
の
書
誌
的
研
究
を
疎
か
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
ｏ

慶
長
以
前
の
和
刻
古
版
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
書
誌
的
研
究
が
熱

心
に
行
わ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
近
世
以
降
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
や

や
も
す
れ
ば
書
誌
が
軽
視
さ
れ
、
一
種
類
の
刊
本
の
入
手
で
安
心
し
て

し
ま
っ
て
、
重
版
・
異
本
の
比
較
を
す
る
努
力
に
欠
け
て
い
た
き
ら
い

が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
の
現
状
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
古
い
著
者
の
没

後
刊
行
の
も
の
で
は
、
版
本
の
み
に
頼
る
こ
と
が
危
険
な
こ
と
は
、
し

ば
し
ば
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
漢
籍
の
基
本
書

は
先
人
研
究
者
の
伝
統
的
姿
勢
と
そ
れ
を
後
継
す
る
人
達
の
努
力
に
よ

っ
て
、
地
道
な
が
ら
、
大
き
な
成
果
が
挙
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

今
回
完
結
し
た
、
小
曽
戸
洋
・
眞
柳
誠
両
氏
の
編
集
・
解
説
に
な
る

『
和
刻
漢
籍
医
書
集
成
」
は
、
右
の
よ
う
な
地
道
な
書
誌
的
研
究
成
果

を
ふ
ま
え
て
撰
定
さ
れ
た
、
稀
観
害
を
含
む
善
本
を
底
本
と
し
て
い
る

良
質
な
影
印
・
復
刻
版
で
あ
る
。

収
載
の
典
籍
は
、
著
名
な
わ
が
国
医
書
刊
行
の
噴
矢
と
さ
れ
る
「
医
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害
大
全
」
は
も
と
よ
り
、
江
戸
期
の
臨
床
医
家
が
数
多
く
利
用
読
破
し

て
き
た
末
・
金
元
・
明
代
に
わ
た
る
基
本
害
の
和
刻
本
を
揃
え
た
全
七

○
種
、
四
六
七
余
巻
を
集
大
成
し
、
Ｂ
５
判
各
頁
見
開
き
四
丁
分
を
二

段
に
縮
少
影
印
し
た
利
用
価
値
の
高
い
復
刻
版
で
、
こ
の
彪
大
な
基
本

典
籍
が
ス
ペ
ー
ス
を
余
り
取
る
こ
と
な
く
座
右
に
置
け
る
こ
と
は
大
き

な
朗
報
で
あ
る
。
当
該
領
域
を
専
門
に
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
は
も
と

よ
り
、
和
書
に
援
用
さ
れ
る
漢
籍
の
原
文
を
確
認
し
た
く
と
も
、
手
元

に
な
い
漢
籍
を
参
照
す
る
の
に
億
劫
が
る
向
き
に
と
っ
て
も
、
手
軽
に

検
索
で
き
る
便
利
さ
が
あ
り
、
研
究
の
ス
ピ
ー
ド
が
挙
が
る
こ
と
こ
の

上
な
い
集
成
本
で
あ
る
。

し
か
も
、
書
誌
研
究
に
は
定
評
あ
る
両
編
者
の
解
説
が
懇
切
丁
寧
に

な
さ
れ
て
お
り
、
刊
本
状
況
を
和
漢
両
面
に
わ
た
っ
て
克
明
に
追
跡
し
、

原
著
者
・
和
刻
本
者
の
伝
記
に
ま
で
及
ん
で
い
る
点
で
、
現
時
点
で
の

情
報
が
ほ
と
ん
ど
折
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
集
成
の
よ
う
な
良
質
の
復
刻
本
が
他
の
医
史
領
域
に
及
ん
で
、

研
究
者
が
座
右
で
安
心
し
て
旙
け
る
よ
う
な
影
印
・
復
刻
版
が
相
次
い

で
出
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
安
直
な
復
刻
版
が
ま
か
り
通
る
今

日
、
一
服
の
清
凉
剤
と
い
え
る
稀
れ
に
見
る
良
質
の
影
印
・
復
刻
版
で

あ
る
。
大
方
の
活
用
を
期
待
す
る
と
同
時
に
、
両
編
者
の
労
を
多
と
し

た
い
。

（
宗
田
こ

〔
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
社
、
東
京
都
文
京
区
本
駒
込
二
’
一
’
三
イ
カ
ハ
タ
ビ

ル
五
Ｆ
、
○
三
’
三
九
四
二
’
八
○
九
六
、
一
九
九
二
年
、
Ｂ
５
判
全

十
六
輯
、
セ
ッ
ト
定
価
二
八
○
、
○
○
○
円
〕

北
小
路
家
二
十
一
代
当
主
で
あ
り
、
本
会
々
員
で
あ
る
北
小
路
博
央

氏
が
表
題
の
一
言
を
刊
行
し
た
。
外
科
医
と
し
て
の
勤
務
医
生
活
を
終

え
、
昭
和
四
十
四
年
に
京
都
市
内
で
外
科
医
院
を
開
業
し
て
以
来
す
で

に
二
十
数
年
。
こ
の
四
十
年
間
に
体
験
し
た
数
々
哀
歓
苦
楽
の
思
い
出

を
軽
妙
な
タ
ッ
チ
で
記
述
し
た
半
生
記
で
あ
る
。

内
容
を
目
次
に
よ
り
紹
介
す
る
。

Ｉ
、
開
業
は
い
ば
ら
の
道
か

一
開
業
医
ブ
ル
ー
ス

ニ
保
険
医
協
会
マ
ー
チ

三
医
学
史
バ
ラ
ー
ド

Ⅱ
、
ふ
り
む
け
ば
花
の
勤
務
医
時
代

一
花
の
厚
生
技
官

二
花
の
医
局
長

三
花
の
病
院
長

こ
こ
で
本
会
々
員
と
し
て
特
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
医

学
史
バ
ラ
ー
ド
の
項
で
あ
る
。

既
に
多
く
の
方
々
も
御
存
知
の
と
お
り
、
著
者
は
わ
が
国
最
初
の
女

科
医
と
称
さ
れ
る
安
芸
守
定
を
家
祖
と
す
る
安
芸
家
（
四
代
守
宣
’
一
四

七
七
没
ｌ
の
頃
よ
り
北
小
路
と
改
姓
）
の
二
十
一
代
当
主
で
あ
る
。

安
芸
（
北
小
路
）
家
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
『
雍
州
府
誌
』
．

北
小
路
博
央
著

「
開
業
医
ブ
ル
ー
ス
医
家
二
十
一
代
の
つ
ぶ
や
き
』
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